
「私の気持ち応援シート」の記入例 

（１） 事例 

事例テーマ 知人のサポートを受けながら生活してきた身寄りのない（親族とは疎遠）Ａさ

んへの継続的なチーム支援に向けて 

本人の状況 Ａさん、77 歳、女性、国民厚生年金 15万円／月、預貯金 1,000 万円 

要介護度：なし→要介護１→要介護２ 

親族状況 ◎――×――■ ・本人はＫ区でひとり暮らし 

             ・本人きょうだいは２人いるが疎遠（支援拒否）

        □    ・息子は近隣市に在住している様子（支援拒否）

事例概要 

経過 

 本人は、結婚し 1人息子を出産した 2年後、自宅を出て離婚した（原因は不

明）。息子は夫の実家で育てることになった。その後、本人は職を転々とし、学

生時代に学んだ洋裁の仕事に就き、アパートでひとり暮らしをしていた。その

仕事で知り合った本人より 10 歳若い友人Ｂさんと仲良くなり、アパートの保

証人になるなど、本人が困れば何かとサポートしてくれていた。 

 その後、本人（77 歳）は腰椎圧迫骨折で、友人Ｂさんのサポートの負担が大

きくなってきたことで、Ｂさんは、いきいき支援センターに相談した。軽度の

認知症もみられたが、要介護認定申請の結果、「要介護１」となり、居宅介護支

援事業所Ｃケアマネが担当することとなった。Ｃケアマネは本人の意向を確認

し、金銭管理はこれまでどおり友人Ｂさんがサポート（キャッシュカードを預

かり出金し、本人に現金を渡す）し、訪問介護、通所介護、配食サービスを利

用することとなった。支援シート① 

 その後、Ｂさんが体調を崩し、癌で入院することとなった。これまでどおり

サポートすることが困難となり、短期記憶も低下してきた本人自身が金銭管理

することは困難と思われ、本人の意思を確認し、Ｃケアマネは日常生活自立支

援事業の利用につないだ。支援シート② 

 そんなある日、本人は、自宅で転倒していたところをヘルパーに発見され、

救急搬送された。大腿骨頸部骨折であった。手術し、回復期リハビリ病院に転

院したが、入院期間も長くなり、認知症状も悪化、リハビリの成果も良くなく、

これまでどおり自宅での生活は困難ではないかとＣケアマネ、ＭＳＷは判断し

た。要介護認定区分変更の結果、「要介護２」となった。本人の意思を確認し、

認知症対応型グループホームへの入所を決めるとともに、市長申立てで法定後

見の利用を決めた。支援シート③ 

成年後見人が支援する中、グループホームでの生活を続けていたが、ある日、

発熱が続き、訪問診療の医師が診たところ誤嚥性肺炎が疑われたため、救急搬

送した。一時的に回復したものの、食事を経口で十分に摂れる状態にはならず、

延命治療の方針検討が必要となった。かねてから本人の延命治療を望んでいな

い意思を確認していたことから、経口摂取できるまでケアする方針を関係者で

確認、グループホームに入居し、最期看取ることとなった。本人が逝去したこ

とを息子に連絡し、残余財産を息子に引継ぎ、後見業務は終了した。 



（２） 私の気持ち応援シートの活用例 

  紹介した事例の経過を踏まえて、3つの場面ごとに（支援シート①～③）本人を含

めた支援者が対応を協議し、「私の気持ち応援シート」にまとめ、本人の同意を得ま

した。このように本人の状況の変化に応じて、シートを更新し、支援者間で共有する

ことで、身元保証人等が不在であっても、本人にとって適切なケア・医療が提供され

ることが期待できます。 

私の気持ち応援シート①【記入例】 



私の気持ち応援シート②【記入例】 

私の気持ち応援シート③【記入例】 


